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研究成果の概要（和文）：本研究では，小学校外国語科における海外の学校との効果的な遠隔授業に必要な授業
スキルを明らかにするため，海外の学校との遠隔授業の事例と授業スキルに関する調査を行い，必要な授業スキ
ルをリスト化・ルーブリック化した．まず，リアルタイムの遠隔授業において，6観点22項目の工夫点・留意点
を抽出し，リスト化した．また，授業中の「コミュニケーション」と「フィードバック」に焦点を当てて，6つ
のスキルを整理した上でルーブリック化した．さらに，ビデオレター制作活動に必要なスキルにおいて，２観点
８項目の工夫点・留意点を抽出し，リスト化した．

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study is to clarify the teaching skills necessary
 for effective remote teaching of English using ICT equipment to connect with elementary schools 
overseas. First, we conducted a survey on the case studies of English remote classes and teaching 
skills in overseas elementary schools, compiled a list of necessary teaching skills. Second, through
 English remote classes by real-time method, we compiled another distinctive list of innovations and
 points to keep in mind that consist of 6 perspectives and 22 details. Third, we also developed 
another distinctive rubric of 6 perspectives focusing on communicative interaction and feedback 
during the English remote classes. Furthermore, we compiled an available list of innovations and 
points to keep in mind that consist of 2 perspectives and 8 details, in order to improve the skills 
necessary for the production of video letters.

研究分野： 小学校英語教育，教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究のような，海外の学校との遠隔授業に必要な授業スキルをリスト化・ルーブリック化することで，児童の
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方の育成に必要な指導者の授業スキルを明確化できる．そ
の他にも，中学校・高等学校での英語教育の高度化・中国語や韓国語などの英語以外の外国語教育の高度化への
応用，さらには，今後の小学校外国語科の教科担任制導入へ向けた先行知見の１つとなる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年，小学校英語教育において遠隔授業の実践事例が増えてきており，例えば，へき地の少人

数学級同士の実践や海外の学校との実践である．海外の学校との遠隔授業は，海外で生活する子
どもたちとリアルに対話ができるため，「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え
方」を児童に育ませる重要な学びの機会となる．小学校外国語科で遠隔授業ができる環境が整え
ば，海外の学校との効果的な遠隔授業の実践が期待される．よって，海外の学校との遠隔授業を
効果的に実施できる小学校外国語科の指導者育成が急務である．しかし，海外の学校との遠隔授
業を小学校外国語科で効果的に実践するための授業スキルに関する知見は未だ整理されていな
いのが現状である． 
 
２．研究の目的 
 
 海外の学校との遠隔授業という特殊な環境で指導者が効果的に小学校英語教育を展開するに
は，具体的な授業スキルを示すことが必要である．そこで，小学校外国語科において海外の学校
との効果的な遠隔授業に必要な授業スキルを明確化し，遠隔授業スキルの具体的なリストや到
達基準としてのルーブリックの開発を本研究の目的とした．そのために，英語を用いた海外の学
校との遠隔授業の事例と授業スキルの調査・整理，小学校外国語科における海外の学校との遠隔
授業に必要な授業スキルのリスト化，小学校外国語科における海外の学校との遠隔授業のため
の遠隔授業スキル到達基準としてのルーブリックの開発を行なった． 
 
３．研究の方法 
 
 英語を用いた海外の学校との遠隔授業の事例と授業スキルの調査のため，まずは，西洋と東洋
の社会的・学術的変化研究（East-West Studies）と遠隔教育（distance learning）の知見を参
考に授業スキルを検討し，インタビュー調査用の質問を作成した．そして，海外の学校との遠隔
授業に必要な授業スキルを調査するため，実際に遠隔授業を実践した経験をもつ小学校教諭２
名に対してインタビュー調査を行なった．なお，ここでの遠隔授業とは，同期・非同期の両方を
含むものとした． 
 インタビュー調査結果の分析は，質的データ分析手法の SCAT（大谷 2019）で分析した．SCAT
は質的データを理論化できるため，調査対象者が少人数であるという本研究の特徴に適した分
析手法であると判断し，採用した． 
 授業スキルのリスト化のため，SCAT で作成した理論記述を英語教育・言語活動の観点を踏ま
えながら項目別に整理した．また，授業スキルのルーブリック化のため，同じく SCAT で作成
した理論記述を英語教育・言語活動の観点を踏まえながら基準を作成した． 
 
 
４．研究成果 
（１）同期型の遠隔授業に必要な授業スキルのリスト化 
 
 小学校英語教育における海外の学校との同期型の遠隔授業に必要となる授業スキルとして，
以下のように６つの観点から構造化されたチェックリストの形式で整理した．１つ目の観点は
海外の学校との遠隔授業当日までの準備である「授業に対する企画力」としての授業スキル，２
つ目の観点は海外の学校との遠隔授業に関する専門性である「内容に関する専門性」としての授
業スキル，３つ目の観点は海外の学校との遠隔授業中の児童同士の対話を促す行動である「コミ
ュニケーション能力」としての授業スキル，４つ目の観点は海外の学校との遠隔授業中の形成的
評価に関する力である「フィードバック技術」としての授業スキル，５つ目の観点は海外の学校
との遠隔授業中のデジタル情報発信に関する力である「学習内容の提示技術」としての授業スキ
ル，６つ目の観点は海外の学校との遠隔授業後の評価に関する力である「評価技術」としての授
業スキルである． 
 
① 海外の学校との遠隔授業当日までの準備 
・交流の目的・双方の文化・現在の学習段階など，早い段階で情報共有しているか． 
・児童は遠隔授業に対して十分に慣れているか． 
・双方の児童が興味を持てる題材か． 
・言葉（英語）以外の視覚的な教材を準備しているか． 
・児童をうまく動かす体制づくりは十分か． 

② 海外の学校との遠隔授業に関する専門性 
・遠隔授業に関する ICT の基礎的な知識や技能には自信があるか． 



・遠隔授業で使用できそうなコンテンツを準備しているか． 
・相手の学校や文化に関する情報について調べたか． 
・英語が苦手である場合どうにかして意思疎通を図ろうとする心構えがあるか． 

③海外の学校との遠隔授業中の児童同士の対話を促す行動（コミュニケーション） 
・教師自ら英語で話したり，答えたり，問いを投げかけたりしているか 
・双方の児童が理解できる文法レベルに合わせて話しているか 
・児童が自信や興味をもち，安心して自由に発言できる場面を作れているか 
・事前に準備したテーマを会話に取り入れられているか． 

④海外の学校との遠隔授業中の形成的評価（フィードバック） 
・児童の活動の良い面を常にフィードバックできているか 
・児童が達成感を得られるようフォローできているか 

⑤海外の学校との遠隔授業中のデジタル情報発信方法 
・視覚的な支援ができているか 
・児童の発表がわかりやすく伝わるための指導ができているか 
・情報発信する機器や方法は児童が十分に慣れているものか 

⑥海外の学校との遠隔授業後の評価 
・児童の興味・関心について評価しているか． 
・多面的な視点で評価しているか． 
・事前の準備活動も含めて評価しているか． 
・発音などの改善点はプラスのことに変えて伝えているか． 

 
（２）同期型の遠隔授業に必要な授業スキルのルーブリック化 
 
上記の４（１）で示したチェックリストの中から，授業を実施している最中に必要となる授業

スキルである③のコミュニケーションと④のフィードバックに焦点を当てて，以下の表のよう
にルーブリック化した．コミュニケーションに関しては４種類の授業スキル，フィードバックに
関しては２種類の授業スキルを，レベル別に整理した評価の到達基準を開発した． 
 
スキル A B C 
コミュニ
ケーショ
ン 

相手が発した英語を子ど
もたちが理解できるよう
に，わかりやすい英語に
言い換えて伝えることが
できる． 

わかりやすい英語を用い
て子どもたちに指示する
ことができる 

わかりやすい英語を用い
ることができない 

英語がどの程度伝わって
いるかを把握したうえ
で，ズレが生じた際に支
援をすることができる． 

英語がどの程度伝わって
いるか把握することがで
きる． 

英語がどの程度伝わって
いるか把握することがで
きない． 

コミュニケーションのズ
レが生じても，イラスト
や情報を活用し間違いを
補うことができる． 

英語が伝わらなかった際
に，もう一度挑戦させた
り，言い換えて伝えたり
することができる． 

コミュニケーションを成
立させるための支援を行
うことができない． 

状況に合わせて発表形式
を変えたりフォーマット
を例示したりすることが
できる． 

状況に合わせて発表形式
を変えることができる． 

状況に合わせて発表形式
を変えることができな
い． 

フィード
バック 

英語での発話に対して適
切なタイミングで，肯定
的かつ具体的なフィード
バックを行うことができ
る． 

英語での発話に対して、
適切なタイミングで肯定
的なフィードバックを行
うことができる． 

英語での発話に対して適
切なタイミングでフィー
ドバックを行うことがで
きない． 

英語を聞き取ったことに
対して適切なタイミング
で，肯定的かつ具体的な
フィードバックを行うこ
とができる． 

英語を聞き取ったことに
対して適切なタイミング
で肯定的なフィードバッ
クを行うことができる 

英語を聞き取ったことに
対して適切なタイミング
でフィードバックを行う
ことができない 

 
（３）非同期型の遠隔授業に必要な授業スキルのリスト化 
 
小学校英語教育における非同期型の遠隔授業に必要となる授業スキルとして，以下のように

２つの観点から構造化されたチェックリストの形式で整理した．なお，ここでの非同期型の遠隔
授業とは，海外の子どもたちに対して英語による発表を撮影しビデオレターを制作する活動で



ある．１つ目の観点は子どもの英語スキル不足を補う３種類の授業スキル，２つ目の観点は撮影
時の子どもの不安感を解消する５種類の授業スキルである． 
 
① 子どもの英語スキル不足を補うための支援 
・イラスト・写真・実物などの視覚的情報を使って発表させる． 
・ジェスチャーや表情などの非言語情報を強調するように促す． 
・子どもが間違った英語表現に対して正しい英語表現でリキャストする． 

② 撮影時の子どもの不安感を解消する支援 
・撮影のリテイクを許可する． 
・発表する子どもの笑いを誘う． 
・発表の順番を工夫する． 
・待機中の子どもは適宜発表に対しリアクションするような状況を作る． 
・子どもの発表に対して可能な限り称賛する． 

 
（４）まとめと今後の展望 
 
 本研究では，小学校外国語科において海外の学校との効果的な遠隔授業に必要な授業スキル
を，リスト化・ルーブリック化することにより明確化した．このことにより，児童の外国語によ
るコミュニケーションにおける見方・考え方の育成に必要な指導者の授業スキルを明確化でき
たといえる．また，中学校・高等学校での英語教育の高度化や英語以外の外国語教育の高度化へ
の応用，更に小学校外国語科の教科担任制導入へ向けた知見になることが期待される．他方，今
回提案した小学校英語教育における海外の学校との遠隔授業に必要な授業スキルを教員研修な
どに応用することが今後必要となる．実際に海外の学校との遠隔授業を試みようとする教師を
対象とした調査・検討を行うことが今後の展望である． 
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